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JAPAN OPTIMIST
DINGHY ASSOCIATION




	報 告 者
	クラブ　江の島ヨットクラブジュニア
学年　中学3年　　　　　　　　　氏名　高宮　豪太

	大 会 名
	IODA　ｗｏｒｌｄ　ｓａｉｌｉｎｇ　ｃｈａｍｐｉｏｎｓｈｉｐ

	開 催 地
	Ｄｏｍｉｎｉｃａｎ　ｒｅｐｕｂｌｉｃ　Ｂｏｃａ　ｃｈｉｃａ

	大 会 期 間
	Ｊｕｌｙ　１５　ｔｏ　２６，２０１２

	セールNo
	ＪＰＮ　３１７４
	最 終 順 位
	１４４位


	気温、水温、ウエアについて
	　気温は、３０°ぐらいで蒸し暑い感じではなかった。水温は温かく、濡れて風にあたってもさむくなかった。日差しが強かったので、ウエアの上は、長袖のラッシュガードにT シャツを重ね着で、下は、海パンで乗っていた。船が滑ったのでブーツを着用した。

	海面（湖面）の特徴や風の傾向
	　風は、６～９ノットぐらいの主に海風が安定して吹いた。風が雲の動きで変わり、海風でも振れることもあった。スコールが来ると雲の方に風が大きく振れて、雨が降って風が強くなった。波は、１，５～２，５ｍぐらいで角度によっては乗りにくかった。水深が深い。

	セッティングで注意したこと
	　風が弱くても波の高さは１ｍ以上あったので、角度よりパワーを付けてスピードの出るセットをこころがけた。（レーキを立てるなど）

	セーリングで注意したこと
	　スタートの直後に不利なポジションになってもすぐに逃げれるところで出ること、有利なサイドのどのブローでタックするかに注意した。

	海上で練習したこと
	　ゲートスタート、スベリ。

	実際のスベリはどうでしたか？
	　角度で負けることがあったぐらいで特にに問題はなかった。

	スタートは、どうでしたか？
	　極端に前にラインが出ていたり、真ん中が凹んでいたりしてゼネラルリコールが多かった。ブラックが多かった。混んでいるところでは良いスタートが出来なかったが、有利なサイドの方では出ることができた。

	コース戦略はどうでしたか？
	　どっちかの大きなブローでしっかりと返している人が早かった。大きなブローは、左右交互にはいってきていた。

	自分より上位の選手との違いは？
	　船の角度とスタートの技術。

	国内の練習で役立ったこと
	　国内での練習は役に立った。特に、NT合宿での練習やワールドチームでの練習。

	国内の練習で足りなかったこと
	　スタート練習、残り１分～３０秒のポジションキープ力があると良かった。

	印象に残った外国選手は？
	　シンガポールの選手。

	行く前と、行ってからで違ったことはありましたか。
	　日本ではわからない自分の課題がわかった。

	今後の課題と目標は？
	　全日本で勝つこと。

	JODAへの要望
	　特に無し。

	その他
	　ワールド海外派遣に参加できて良かったです。どうも有難うございました。


ご協力ありがとうございました
JODA海外派遣委員会
